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平成28年11月15日 

（一社）神奈川県建築士会 防災委員会    

平成平成平成平成22228888年年年年度度度度    第第第第4444回回回回    防災防災防災防災委員会委員会委員会委員会議事録議事録議事録議事録        

場所 建築士会 会議室 

日時 平成28年11月15日（火）午後6時～8時 

出席者 防災委員会：東・雨森・（高戸）・（内田）・大橋・村松・丹治 ・遠藤・大西・滝口 

事務局：飯田    議事録作成者：滝口                （  ）内は欠席 

 

□ 活動交流会発表（11/3）内容報告 （東委員長） 

  ・防災委員会・女性委員会合同発表で内田委員が発表し、第１位となり、来年の関東甲信越建築士会ブロ 

ック会青年建築士協議会の大会（箱根大会）第1分科会の神奈川県建築士会代表に決まった。 

内田委員が、本日欠席のため東委員長がパワーポイントで内容を報告した。  

実施工程：準備：10/4（内田、雨森、東）、10/19（内田、東）、10/26（内田、雨森、東） 発表：11/3 

□ 平成28年熊本地震 被災状況現地調査の記録 DVD（一財）神奈川県建築安全協会 

・被災地の状況をDVDから、見ることができた。 

□ 神奈川県大規模災害士業連絡協議会（9/26）にて、熊本地震の報告をした（雨森） 

・九州ブロック研究集会｢建築士の集い｣宮崎大会（6/25）、熊本のましき野団地の宅地相談会（6/26）に 

 参加し、士業連絡会から依頼され、熊本地震の報告をまとめた。 

その時のパワーポイント（熊本地震の報告）を委員会内で見た。 

□ 常任理事挨拶（雨森） 

・第59回建築士会全国大会・大分大会（10/22）について 

 東京建築士会の防災のブース見学、防災まちづくり部会、女性委員会のセッションに参加 

・常任理事会について 

 11月16日に開催予定  

・11月30日理事会開催予定 

 

    □ 委員長挨拶 

   ・建築会議の報告 

     第2回建築会議 １１月１４日（ＰＭ3：00～5時）開催 

     応急危険度判定士等協定の内容を整理している状況 

     応急危険度判定と被災相談に絞って進めようとしている。 

□ 委員、支部近況等の報告 

  ・遠藤さんが全国大会にて連合会会長賞を受賞された。 

   （遠藤さんより） 

   建築士会全国大会（大分大会）で表彰されました。30 数年士会に所属した事が受賞に繋がったと思って

いる。神奈川県では3名が受賞した。記念品（メダル）と表彰状を頂いた。 

        □ 議 題                    

・前回議事録の確認 （9/6）    

・京都大学五十田先生講演会開催について 

     来年2月17日（会場は11月17日に横浜市開港記念館6号室と決定）時間は18時～20時にて実施す

る。想定人数100名とし、各支部から7，8名の参加をお願いする。 

     滝口が窓口にて講演費用5万円（講演会・交通費）及び講演内容等の連絡を行い、事前にパワーポイン

トの資料を入手する。12月会報にに予告の掲載を依頼する。また、CPD2単位にて申請を行なう。 

 

   ・キャラバン隊横浜支部研修会（大西委員） 

     会場費のかからない支部長の会社である㈱渡辺組本社 会議室にて行なう。 
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雨森氏が概要を古怒田氏、大西氏が経験談を話す内容。 

CPD１単位 11月22日 会場：渡辺組会議室  防災委員会出席者：大西、雨森、東 

   ・被災地住宅支援マニュアルの進捗について（大橋委員） 

    事前配布のマニュアル（案）は名称も仮称です。県からの要請により動く事となるが、その後のマニュア

ルとして実用的なものを目指して作り始めた。４章の実施要領を充実させ、また、出発前の準備について

充実させる。実施要領の概要・相談方法・相談内容が分からず困っている。 

    各委員からの意見：はじめにの項にて依頼される手順や指示系統を記載してはどうか。 

大橋委員が他の委員に協力を依頼し、まとめ役として動く方が良いのではないか。 

 

・委員会予算の消化状況について（丹治委員） 

  4万円支出し残金は25万円であり、領収書等証拠を残して執行して頂きたい。 

 

－以上－ 

 

    ・ 次回の委員会    ・・・・ 平成29年1月17日（火）場  所 建築士会会議室    18時より                 


